
災害時のごみに関する
研修資料（クイズ）
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はじめに

平成30年7月豪雨

平成28年熊本地震東日本大震災

出典：環境省災害廃棄物対策フォトチャンネル（http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/）

出典：岩手県東日本大震災津波の記録
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近年、全国各地で地震や津波、⽔害などの⾃然災害が多く発⽣しています。

令和元年東日本台風
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平成30年7月豪雨 令和元年東日本台風

平成28年熊本地震東日本大震災

災害が起きると、⼀度に⼤量のごみが発⽣するため、⼤規模な災害では、
全てのごみの処理を完了するまでに、⻑い年⽉を要します。

出典：環境省災害廃棄物対策フォトチャンネル（http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/）
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発災後の住⺠広報の例
（分別のお願い）

住⺠⽤仮置場のイメージ

熊本県益城町の例

被災地では、住⺠の皆さんが⼀⽇も早い復旧・復興に向けて、⽚付けを⾏っています。
被災した家具などは、適正に処理するため、市町村から案内される場所にごみを搬⼊しています。
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生駒市では、「生駒断層帯地震」による被害が想定されています。
建物被害は13,157棟、災害がれき発⽣量は823,600トンと推計されています。

建物被害
（棟）

災害がれき
発生量
（ｔ）

全壊 5,345 625,500

半壊 7,515 172,800

火災焼失 297 25,300

合計 13,157 823,600

生駒断層帯地震による被害想定結果
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被災して使えなくなった家具等の片付けご
みは、被災地付近に設置する「住⺠⽤仮

置場」に搬入して頂きます。

「住⺠⽤仮置場」は、市内の街区公園等
に設置する予定です。

※街区公園のリストは、⽣駒市災害廃棄物処理計画
の資料編に掲載しています。

災害時に発⽣するごみ処理については、令和2年3⽉に⽣駒市災害廃棄物処理計画を策定して、
基本方針をとりまとめています。

〜 ⽣駒市災害廃棄物処理計画 資料編 〜
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用語について

片付けごみ 住⺠の⽅が、⾃宅内にある被災したものを⽚付ける
際に排出される廃棄物（家具等）

住⺠⽤
仮置場

被災した住⺠の⽅が、⽚付けごみ（壊れた家財道具
等）を集積する場所

※⾃治体によって、呼び⽅が異なる場合があります。

災害時に発生するごみは、いくつかの種類に分類されます。

生活ごみ 家庭から排出される生活ごみ
（普段の生活で出てくる日常のごみ）

クイズ１

8

地震

片付けごみに当てはまるものはどれでしょう︖
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ごみのカードを枠内に分類して入れてください。

模造紙

片付けごみ 片付けごみ以外

燃えるごみ

燃えないごみ、資源ごみ

10

答えは・・・
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これらは日常の生活で出てくるごみです。

燃えないごみ、資源ごみ燃えるごみ

燃えるごみの
集積所 ⾃宅で保管
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災害では、たくさんのごみが出てきます。
日常のごみと、片付けごみを同じ場所に出すと大変です。

✔ 家の前がごみであふれてしまいます。
✔ ごみ収集⾞で収集しきれません。
✔ 生ごみなどが、混合状態になってしまいます。

災害時は、分別に
ご協力をお願いいたします。
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生駒市ごみガイドブックには、大規模災害時のごみ
の出し方を掲載しています。是非ご確認下さい。

クイズ２

14

片付けごみの出し方についてお知らせがきました。

地震



通路
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あなたは、片付けごみを仮置場に運んできました。
それぞれ、仮置場内のどこに置きますか︖

仮置場レイアウト（例）

出
入
口

家具類 木くず
コンクリート

がら等 金属くず

家電4品目電化
製品

ガラス
陶磁器等

金属類
処理
困難物

有害ごみ
危険物

畳

通路
出
入
口

家具類 木くず
コンクリート

がら等 金属くず

家電4品目電化
製品

ガラス
陶磁器等

金属類
処理
困難物

有害ごみ
危険物

畳

16

答えは・・・

袋に入れて出し
てもよいです。

家電4品目（エアコン、
テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、
洗濯機・衣類乾燥機）以
外は「電化製品」として

出してください。

「金属くず」ではなく
「金属類」として出し

てください。

ガラスは「ガラス・
陶磁器等」が望まし

いです。

庫内の生ごみ等は全て
出しておきましょう。
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分別ルールを守って片付けごみを出すことで、
復旧・復興をスムーズに進めることができます。

ご協力よろしくお願いいたします。

出典：第２回 令和元年度災害廃棄物対策推進検討会 参考資料１ 令和元年台風第15号・第19号における災害廃棄物対応（令和２年２月７資料、時点更新版）

家の前の路上にごみが
分別されず山積み！

空地や公園(無管理)にご
みが分別されず山積み！

クイズ３

18

災害時のごみ出しに備えた、日頃の取り組みとして
間違っているものはどれでしょう︖

A. すぐにごみを出せるよう、家の中にまとめる

B. リサイクルショップに要らないものを持って⾏く

C. 地震で壊れないよう、家具を固定する

D. 災害時のごみ出しルールを確認する

地震



19

すぐにごみを出せるよう、
家の中にまとめる

リサイクルショップに要らな
いものを持って⾏く

地震で壊れないよう、
家具を固定する

災害時のごみ出しルールを
確認する

該当するものにシールを貼ってください。
案1
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選択したカード１枚を、机上に裏側にして置いてください。

合図にあわせて⼀⻫に、裏側にしていた選択カードを
表にしてください。

選択

案2



A. すぐにごみを出せるよう、家の中にまとめる
家の中にまとめた不要なもの（退蔵品）を
災害時に出すと、ごみの量が増えてが⼤変です。

B. リサイクルショップに要らないものを持って⾏く
不要なものをリサイクルすることで、災害時に
被災して出てくるごみの量を減らすことができます。

C. 地震で壊れないよう、家具を固定する
家具を固定することで、災害による破損等を防止し、
ごみの量を減らすことができます。

D. 災害時のごみ出しルールを確認する
日頃から、分別方法や排出場所等を確認することで
災害時に混合ごみの発生等を防止できます。

21

答えは・・・
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今後の災害に備えて

災害時のごみを減らす
取り組みは、

身の安全の確保にも
つながります。

日頃からできることを
していきましょう。

家具の固定

災害時のごみを増やさないために・・・

不要なものを整理・処分

家の中を整理することで、
災害時の避難ルート確保に

もつながります。

家具を固定して、倒れにくくすることで、
災害時の破損等を防止できます。


